
（参考）国土利用計画審議会特別委員会における審議の経過について 

 
１ 設 置 

・ 第五次国土利用計画岩手県計画の素案作成のため、第 58 回国土利用計画審議会 

（平成 27 年１月 26 日）において、特別委員会の設置を決定 

・ 特別委員会の委員は、別添委員名簿（裏面）のとおり（７名） 

 
２ 審議の経過 

 第１回 平成 27 年 10 月１日（木） 14：42～16：36 
  主な議題 

○ 県土利用の現状と課題 

○ 国土利用計画岩手県計画改定に係る基本方針、基本的な考え方 

 
  主なご意見 

  ・ 人口が減少する中、空き家等の活用による市街地の活性化が必要である。 

・ 山林が自然災害の防止につながるという意識付けが重要である。 

・ この計画の位置付けや具体的施策のイメージについて、周知していく必要がある。 

 
 第２回 平成 27 年 12 月 11 日（金） 13：26～15：11 

  主な議題 

○ 国土利用計画岩手県計画（第五次）の目標面積 

 
主なご意見 

・ 人口が減少する中、住宅地の目標面積は抑制した方がよい。 

・ 荒廃農地の抑制等、土地の管理水準を低下させないための方策が重要である。 

・ 荒廃農地を林地化するような施策も考えられるのではないか。 

 
 第３回 平成 27 年 12 月 24 日（木） 9：52～11：38 
  主な議題 

○ 国土利用計画岩手県計画（第五次）素案 

 
  主なご意見 

・ 「都市」の項目に都市の集約化に関する記述があるが、その周辺地域や、沿岸被災 

地等新たに市街地をつくる必要がある地域への配慮について、記述すべきである。 

・ 「自然維持地域」の項目に再生可能エネルギーの導入について記述することは違和 

感がある。 

・ 県央及び県南地域の項目にも、災害への対策に関する記述を追記すべきである。 

・ 沿岸被災地における土地利用についても記述してはどうか。 
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